
内外を貫くトラックのアクティビティハイキングコースでの多様なアクティビティ 1Fエントランスから４Fまでのアクティビティが見られる丘の風景がスポーツの新たな表情を生む

ゴミが落ちてくる様子が可視化され、ゴミ問題に対する再生のモニュメントとなる

　00-2 東京オリンピックによる循環型社会

　00-1 日本人のゴミを拾いする精神

　02-4 部分断面図　ベンディング空間性能

　02-3 部分断面図　リバースベンディング空間性能

一般社団法人ソーシャルスポーツイニシアチブは、ゴミ

拾いをスポーツと捉え、競い合い汗を流しながらゴミを

拾うことで、健康な体づくりと子どもから大人までゴミ

を捨てないリサイクル習慣を意識させ、きれいで暮らし

やすい街づくりに貢献し、スポーツと環境の融合を実現

させ、スポーツの新たな魅力を提案している。

 参照:一般社団法人ソーシャルスポーツイニシアチブ

00 「ゴミを捨てる」という無形のレガシー 01 千駄ヶ谷の地域特性である「スポーツ」×「ゴミ拾い」による「スポGOMI」の概念を取り込む

「SPO    GOMI」Olympic
- リバースベンディングマシンとベンディングマシンによる新しいスポーツ循環型施設の提案 -

02 「スポGOMI」から生まれる新たな体験型施設-「リバースベンディング＆ベンディング空間」 03 リバースベンディングマシンとベンディングマシンが生み出すサスティナブルな体験
01-1 「スポGOMI」とは 01-3 「スポGOMI」×リバースベンディングマシン×ベンディングマシン

01-４ 「スポGOMI」×リバースベンディングマシン×ベンディングマシンの経済循環

02-1 リバースベンディング空間の遺産性

02-2 ベンディングマシン空間の遺産性01-2 リバースベンディングマシンとベンディングマシン

各スポーツの競技スタジアムで、試合後に日本人がゴ

ミを拾うという行為が世界で注目された。このようなゴ

ミを拾うという行為は日本独自であり、このような日本

人の精神性は日本で行われる東京オリンピックの無形

遺産となりうる。

日本のスーパーにも普及しつつある、リバースベンデ

ィングマシンは、不要なゴミを機械の中に入れる（捨て

る）ことで電子通貨やポイントがもらえるというものであ

る。リバースベンディングマシンに捨てられたゴミはリサ

イクルされ、新たな商品として生まれ変わる。これは街中

によくあるベンディングマシン(自動販売機）の対となる機

械であり、これら２つの機械には「ゴミ」と」「商品」の循環

性があることがわかる。

スポGOMI Olympic

本計画ではビジター、一般社団法人ソーシャルスポーツイニシアチブ、スポーツ複合施設の運営者を中心とした運

営形態を採用した。スポーツ複合施設に入ったビジターがスポーツやショッピングをした際にでたゴミをリバース

ベンディング空間に捨てることで、アプリを通して電子通貨がもらえるようになっている。そのゴミは本計画敷地

の地下や焼却施設でリサイクルされた商品をベンディング空間(自販機)で売ることで、ゴミの循環だけでなく、経

済循環もできるようなっている。また各家庭で出た、あらゆるゴミも本計画敷地に捨てることができ、千駄ヶ谷を

スポーツで巻き込んだ事業計画になっている。

ショッピング

商業的運営者 一般社団法人ソーシャルイニシアチブ

ベンディングマシン管理 スポゴミ開催場所提供

ゴミ焼却施設

千駄ヶ谷

ゴミを捨てに行く

事業提携

地域住民

スポーツ

飲食

商品買う

施設に訪れる

All player

ベンディングマシン

地下ゴミ処理場

リバースベンディングマシン

¥ 捨てる購入 ¥

スポゴミとはスポーツの大会でありボランティア活動である。ゴミを捨てないようにしましょうという消費者の善

意に頼る環境運動であり、それには限界があると考えた。そこで逆転の発想により「ゴミ」をこの中に捨てたら報

酬がもらえるというリバースベンディングマシンとそれと対となるベンディングマシンを提案する。
まるでゴミが落ちて、千駄ヶ

谷の自然に還るような風景を

見ることができるようになり

、世界にゴミ問題を提起し、

再生のモニュメントとして、

リバースベンディング空間が

遺産(有形遺産)となる。

RCゴミ箱構造には明確な柱、梁がなく、

傾斜している斜材は鉄骨造や木造の耐震要

素として用いられる筋交と似た効果を持っ

ている。決済方法としては壁に内臓されて

いる電子パネルにスマートフォンをタッチ

し、ゴミを投入した後に決済される。

②敷地に対して南向きにVolumeをカットし、

走りながら登れる

③千駄ヶ谷の構造(ゴミ箱)が地下(土)にリサイク

ル源(栄養)を与える

④千駄ヶ谷の構造(樹木)に商品(葉や果実)として

置かれる(咲く)

RC造で柱の間には商品棚を設計し、リサ

イクル用品を売れるようにした。決済方法

としては電子パネルで決済した後、ロック

が解除される仕組みである。

ポンプ

地下水槽

地下水槽

電子パネル

電子パネル

傾斜利用し地下で貯水した雨水をポンプ

アップし、建物内を循環させ、ベンディ

ング空間が屋上、壁面緑化を管理する。

リバースベンディング空間か

らリサイクルされた、商品が

ベンディング空間で葉っぱや

実のようになることで、ベン

ディング空間は千駄ヶ谷の大

地から生える樹木となる。ま

た、オリンピック前後におい

てキャシュレス化が進む時代

にも対応できるベンディング

空間は経済の遺産(有形遺産)

となる。

■植栽の管理

屋上の傾斜を利用し、雨水をベンディ

ング空間を通して、地下の貯水槽に貯

める。

■傾斜利用

× × =

焼却施設と連携レガシーとして伝える

世界へ
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m

①敷地に対して建蔽率を考慮したMax Volume

内部空間は屋根の傾斜により、スラブは段々状になっており、断面的に

繋がりを持つ空間になっている。リバースベンディング空間と、ベンデ

ィング空間はそれぞれの階層とB1Fのリサイクル工場と繋がり、構造的

かつ物の循環がそれぞれの空間に現れる。またスポーツジムやバスケッ

トボールコート、ランニングトラックといったスポーツ空間は体験を生

み、オリンピックのレガシーとして、ゴミとスポーツの循環を空間とし

て体験するような設計となっている。 hlc-113

B1FL=GL-5000

1FL=GL±0

3FL=GL+9000

2FL=GL+4750

4FL=GL+13750

GYM & VENDING & REVERSE VENDING

RUNNIG TRACK & VENDING & REVERSE VENDING

SPORTS & VENDING & REVERSE VENDING

FRONT & VENDING & REVERSE VENDING

RECYCLING FACTORY & VENDING & REVERSE VENDING 

昨今見られる、世界の海洋汚染問題やゴミ問題に対し

て、東京オリンピックは持続可能な社会の実現に向け

て、リユース、リデュース、リサイクルの3R実現させるこ

とを掲げ、環境への排出を最小化することを目指して

いる。しかしながら、スポーツによる環境問題対策の

認知度の低さが問題となっている。スポーツの聖地

「千駄ヶ谷」らしい方法で環境問題を解決する。


